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 令和３年３月１日（月）に，新型コロナウイルス感染症対策を十分に行った上で『令和２年度

宮城県石巻高等学校第７３回卒業証書授与式』を挙行しました。在校生代表の送辞を２E 菱沼輝

君（蛇田中）が行い，卒業生代表の答辞を３C 岡元佳紀君（住吉中）が行いました。それらの一

部を抜粋し掲載します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，式終了後にはクラスごとに各会場に移動し，保護者と一緒に最後の HR が行われ，担任

から卒業生一人一人に卒業証書が手渡されました。スクリーンで高校生活の思い出の映像を鑑

賞するクラスや，集合写真を撮るクラス等，最後の HR の時間を深く心に刻み込んでいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮城県石巻高等学校 第７３回卒業証書授与式 挙行！ 

 《送辞》 入学後，不安と期待でいっぱいの私たちを先輩方は暖かく迎え入れて下さいました。そんな輝か

しい姿はまさに私たちの模範でした。この１年間は特に，毎日遅くまで教室や自習室で熱心に勉強されている

姿をよく見かけました。その夢に向かってひたむきに努力する姿に私は感化されました。 

先輩方が受け継ぎ，築き上げてきた石高の伝統を，我々在校生が一丸となって守り抜いていきます。そして，

先輩方のように立派な姿で卒業できるように，日々何事にも懸命に取り組んでいきます。   ２E 菱沼輝 

《答辞》 今振り返ってみると，高校生活での一瞬一瞬が，私たちの心にかけがえのない思い出のアルバム

を作り上げた気がします。皆さんにとっても，この学び舎での思い出は，決して忘れることのないものでしょ

う。歴史に残る１年だったからこそ，考え，学んだことも多かったはずです。これからたくさんの出会い，思

い出ができると思います。その１つ１つを大切にし，自分にしか作れないような人生という名のアルバムを作

り上げていってください。                               ３C 岡元佳紀  
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３年生２２８名，鰐陵同窓会に入会 

教育活動の充実と，学校経営改善のために 

 

 ２月２７日（土）に，鰐陵同窓会入会式が実施されました。同窓会会長の青木利光氏から歓迎

の言葉と入会記念品をいただき， 

３年生２２８名が伝統ある鰐陵 

同窓会に入会することになりま 

した。３D 阿部結芽さん（渡波 

中）が，入会できた喜びとこれ 

からの抱負等について代表の挨 

拶をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過日実施した『学校評価アンケート』について，集計結果がまとまりましたので，その概要をお知らせいた

します。なお，詳細については後日，本校ホームページに公開しますので，御意見・御感想等お寄せいただけ

れば幸いです。お忙しい中，御協力いただき誠にありがとうございました。       学校長 神成 浩志 

 

※ 回答数：教職員（４９），保護者（５１８），生徒（６２９）  

 

＜今年度の学校評価アンケート集計結果から明らかになったこと＞  

 例年，外部アンケート（生徒・保護者）の肯定的割合が高い「12 有意義な学校行事」は中間評価（9 月実施）で昨年度の割

合より大きく減少しました。その後，「文化祭（発表・展示）」，「強歩大会の代替行事」，「修学旅行」の実施により，肯定的回答の

割合は回復傾向にあります。次年度の行事予定は，例年の形態での実施が難しい場合の代替案も考慮し作成していく方針です。  

一方，「1 校訓の具現化に向けた学校生活」，「3 他校にはない特徴」，「4 充実した学校生活」，「5 熱心な教育活動」，「6 

学習意欲を喚起し，学力が身につく授業」，「9 基本的な生活習慣の指導」，「10 いじめの早期発見に向けた取組」，「16 施設・

設備の衛生管理」，「19 教育相談体制の整備」の９項目において，外部アンケート（生徒・保護者）の肯定的割合は昨年度より

も上昇しました。今後も，学校の取組について継続して見直しを加えながら更に伸ばしていくことができるよう努めて参ります。 


